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市
美
術
館
で
は
、
ル
ネ
・
マ

グ
リ
ッ
ト
な
ど
の
絵
画
14
点
と

ジ
ョ
セ
フ
・
コ
ー
ネ
ル
の
立
体

や
エ
ー
リ
ヒ
・
ブ
ラ
ウ
ア
ー
の

20
枚
連
作
の
版
画
を
購
入
し
ま

し
た
。

中
で
も
最
も
注
目
さ
れ
る
作

品
は
、
ル
ネ
・
マ
グ
リ
ッ
ト
の

絵
画
「
博
学
な
樹
」
で
す
。

舞
台
の
セ
ッ
ト
を
思
わ
せ
る

画
面
は
、
ド
ア
や
塀
、
樹
木
、

人
間
の
目
な
ど
日
ご
ろ
見
慣
れ

た
も
の
ば
か
り
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
こ
か
不
安
な
雰

囲
気
を
漂
わ
せ
ま
す
。
こ
の
作

品
は
近
代
人
と
し
て
の
心
理
的

な
不
安
や
、
精
神
的
な
危
機
感

を
表
現
し
た
、
マ
グ
リ
ッ
ト
の

初
期
の
傑
作
で
す
。

ル
ネ
・
マ
グ
リ
ッ
ト
は
１
８

９
８
年
に
ベ
ル
ギ
ー
の
レ
シ
ー

ヌ
に
生
ま
れ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

の
美
術
学
校
で
学
ん
だ
後
、
シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
（
超
現
実
主

義
）
の
代
表
的
な
画
家
の
ひ
と

り
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
ま

た
、
現
代
の
デ
ザ
イ
ン
の
分
野

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
９
２
６
年
に
ジ
ョ
ル
ジ

オ
・
デ
・
キ
リ
コ
の
「
愛
の
歌
」

の
複
製
を
見
て
衝
撃
を
受
け
た

マ
グ
リ
ッ
ト
は
、
芸
術
と
は
、

目
に
見
え
る
か
た
ち
で
は
現
れ

な
い
何
か
の
表
現
で
あ
る
こ
と

と
考
え
は
じ
め
、
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
の
方
向
に
歩
み
出
し
、

そ
の
活
動
を
始
め
た
の
で
し
た
。

今
回
の
購
入
作
品
の
う
ち
、

12
点
は
常
設
展
示
中
で
す
。
版

画
や
素
描
に
つ
い
て
は
、
４
月

中
旬
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

常
設
展
観
覧
料

一
般
２
０
０

円
、
大
学
・
高
校
生
１
５
０
円
、

小
・
中
学
生
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ

市
美
術
館
（
�

２
２
３
・
１
６
２
２
）
へ
※
月

曜
と
祝
日
の
翌
日
は
休
館
（
月

曜
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

市
で
は
、
２
０
０
２
年
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
新
潟
開

催
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
と

そ
の
意
義
、
責
任
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
市
民
講

座
「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

同
講
座
で
は
、
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ

ラ
ン
ス
大
会
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
実
際
に
携
わ
っ
た
人

た
ち
に
よ
る
基
調
講
演
や
座
談

会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
９
日
午
後
２
時
半

〜
４
時
半

会
場

市
役
所
本
館
６
階
講
堂

基
調
講
演

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
長

野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ふ
り
か
え

っ
て
」
丸
田
藤
子
（
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

座
談
会

「
参
加
・
感
動
・
環

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
め
ざ

し
て
」
若
月
章
（
県
立
新
潟
女

子
短
大
助
教
授
）、
丸
田
藤
子
、

柴
田
若
菜
（
２
０
０
２
年
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
組

織
委
員
会
）

定
員

先
着
１
０
０
人

申
し
込
み

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

総
合
対
策
室
（
�
内
線
２
１
８

４
）
へ

市
で
は
、
「
新
潟
市
ゆ
か
り

の
作
家
展
　
新
潟
文
学
紀
行
〜

新
潟
の
俳
句
の
風
景
と
中
田
み

づ
ほ
展
」
を
１
月
27
日
か
ら
２

月
７
日
ま
で
市
民
芸
術
文
化
会

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

同
展
で
は
、
本
市
ゆ
か
り
の

俳
人
た
ち
を
紹
介
し
新
潟
を
詠

ん
だ
俳
句
や
写
真
、
関
連
資
料

な
ど
約
１
５
０
点
を
展
示
。
ま

た
、
新
潟
大
学
名
誉
教
授
で
日

本
の
脳
外
科
の
育
て
の
親
で
あ

る
�
中
田
み
づ
ほ
�
さ
ん
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

の
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
る
俳
句

や
詳
細
に
描
い
た
絵
な
ど
の
ほ

か
、
年
譜
や
遺
品
、
写
真
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

日
時

１
月
27
日
〜
２
月
７
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
場

は
午
後
４
時
半
ま
で
、
最
終
日

は
２
時
半
ま
で
）

会
場

市
民
芸
術
文
化
会
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ

沼
垂
図
書
館

（
�
２
４
１
・
４
１
１
６
）
へ

市役所への郵便は、「〒951-8550 新潟市役所」で届きます。

東総合スポーツセンター 個人利用中止のお知らせ
期日 １月30日（バドミントン・卓球）、
１月31日（全館）
問い合わせ 同館（�272-5150）へ

坂 井 輪 図 書 館 読 書 会
日時 ２月３日午前10時～正午
テーマ図書 「医学生」南木佳士著（文
春文庫） 申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 同館（�260-3242）へ

曽野木地区ボランティア研修会
日時 ２月10日午前９時～午後３時
会場 曽野木地区公民館
内容 高齢者向け料理の調理実習（午前）
と講義「介護保険導入に伴う地域福祉活
動のあり方」（午後）
定員 調理実習先着30人、講義先着50人
参加費 調理実習のみ600円
申し込み 会場（�280-6810）へ

冬の子ども美術館

はんが・いろいろパート�
日時 ２月11日午後１時～４時
会場 市美術館
内容 常設展の作品鑑賞とガラス板版画
の製作　対象 小・中学生20人
参加費 1,000円（常設展観覧料含む）
申し込み １月31日（必着）までに、
往復はがきに講座名、住所、氏名、学年、
電話番号を記入し会場（〒951-8556�
223-1622）へ　※応募多数の場合抽選

国際理解講座　転換期中国の内と外
日時 ２月15日～３月15日毎週月曜日
午後６時半～８時半
会場 中央公民館　対象 成人先着50人
内容 転換期中国の国家と社会、ほか
申し込み 会場（�223-7070）へ

公 民 館 合 同 展
日時 １月27～31日午前９時～午後４
時半（27日は午前10時から）
会場 市美術館
問い合わせ 中央公民館（�223-7070）へ

東地区公民館 経済セミナー
日時 ２月10日～３月３日毎週水曜日
午後６時半～８時半　参加費 500円
定員 先着40人
内容 世界経済の中のヨーロッパ、ほか
講師 諫山正（新潟大学教授）
申し込み 同館（�241-4119）へ

坂井輪地区公民館

よりなせや広場　手話を学ぼう
日時 ２月６日午前10時～正午
内容 手話による会話から坂井輪音頭まで
定員 先着30人
申し込み 同館（�269-2043）へ

木戸　親子遊びのひろば
日時 ２月２・９・23日午前10時～正
午　会場 木戸公民館
対象 ２～３歳児とその親先着25組
参加費 200円
申し込み 東地区公民館（�241-4119）へ

親子スポーツ教室
日時 ２月５日午後１時半～３時
会場 北地区スポーツセンター
申し込み 当日直接会場へ　※大人のみ
入場料150円
問い合わせ 会場（�258-0200）へ

だ
け
で
な
く
、
越
冬
す
る

ウ
ド
ン
コ
病
、
縮
葉
病

し
ゅ
く
よ
う
び
ょ
う

、

黒
星
病

く
ろ
ほ
し
び
ょ
う

の
防
除
に
も
効
果

的
で
す
。
落
葉
樹
で
７
〜

10
倍
、
常
緑
樹
で
は
30
〜

40
倍
の
濃
度
を
標
準
に
し

て
、
必
ず
展
着
剤
を
加
え

て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
マ
シ
ン
油
乳
剤
は
、

落
葉
樹
で
20
倍
、
常
緑
樹

で
は
30
〜
50
倍
の
濃
度
を

基
準
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

散
布
す
る
時
は
、
樹
木

全
体
に
ま
ん
べ
ん
な
く
薬

剤
が
か
か
る
よ
う
丁
寧
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

石
灰
硫
黄
合
剤
と
マ
シ
ン

油
乳
剤
の
交
互
散
布
は
薬

害
の
原
因
と
な
る
の
で
、

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（
園
芸
セ
ン
タ
ー
）

果
樹
や
庭
木
の
葉
や
枝

に
、
白
や
灰
褐
色
の
イ
ボ

状
の
も
の
、
ゴ
マ
粒
状
や

星
状
の
も
の
が
付
着
し
た

り
、
葉
の
表
面
が
ピ
カ
ピ

カ
光
っ
た
り
、
黒
く
な
る

の
は
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
や

ハ
ダ
ニ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に

よ
る
被
害
で
す
。
植
物
が

休
眠
し
て
い
る
こ
の
時
季

に
、
生
育
期
間
中
に
は
強

く
て
使
え
な
い
薬
剤
（
石

灰
硫
黄
合
剤
、
マ
シ
ン
油

乳
剤
な
ど
）
を
高
濃
度
で

散
布
す
る
と
、
生
育
期
の

被
害
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

晴
れ
間
を
見
て
、
早
め
に

病
害
虫
の
防
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

石
灰
硫
黄
合
剤
は
虫
害

庭木・果樹の
越冬病害虫防除

ル
ネ
・
マ
グ
リ
ッ
ト
「
博
学
な
樹
」

１
月
15
日
に
市
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
成
人
の
日
の
つ
ど
い
」
に
、
新
成
人
約
４
０
０
０
人
が
参

加
し
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

今
年
、
本
市
で
対
象
と
な
っ
た
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
54
年
４
月
１
日
生
ま
で
に
生
ま
れ
た
新

成
人
は
、
外
国
人
登
録
者
を
合
わ
せ
６
４
９
１
人
（
男
…
３
３
０
３
人
、
女
…
３
１
８
８
人
）。
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
３
連
休
の
初
日
と
い
う
人
も
多
く
、
市
内
は
も
と
よ
り
帰
省
組
も
目
立
ち
、
会
場

は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
記
念
品
と
し
て
参
加
者
全
員
に
、
読
ん
で
楽
し

い
成
人
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
オ
ト
ナ
の
常
識
」
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
つ
ど
い
は
、
万
代
太
鼓
で
幕
が
開
き
、
式
典
で
長
谷
川
市
長
が
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
可
能
性
を
精
い
っ
ぱ
い
伸
ば
し
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
、
続
い
て
、
参
加
者
を
代
表
し
、
上
島
俊
秀
さ
ん
（
国
際
情
報
大
学
２
年
）
が
「
若
く
生
き

よ
う
」、
川
上
陽
介
さ
ん
（
明
治
薬
科
大
学
１
年
）
が
「
二
十
歳
の
自
分
」
と
題
し
た
20
歳
を
迎
え
て

の
抱
負
を
そ
れ
ぞ
れ
語
り
ま
し
た
。

在宅介護慰労事業
日時 ２月26日午前９時～午後４時
（市社会福祉センター集合・解散）
会場 月岡温泉　内容 研修と交流会
対象 在宅介護者25人程度
申し込み 市社会福祉協議会（�243-
4366）へ　※応募多数の場合、調整し
ます。ショートステイが利用できます

右
か
ら
大
学
生
の
加
藤
麻

子
さ
ん
と
フ
リ
ー
タ
ー
の

田
中
梢
さ
ん
。
早
く
結
婚

し
て
明
る
い
幸
せ
な
家
庭

を
築
き
た
い
そ
う
で
す
。

内野町の仲間たち。石屋に勤めていて、今では一人
前の石工になっている人もいるそうです。

小
学
校
の
教
諭
を
目
指
し

大
学
で
勉
強
中
と
い
う
、

左
か
ら
林
芳
隆
さ
ん
、
杉

山
勇
一
さ
ん
、
相
沢
勇
弥

さ
ん
。

富
沢
法
和
さ
ん
、
美
奈
子
さ

ん
、
永
遠
く
ん
は
親
子
３
人

で
出
席
。
20
年
後
、
永
遠
く

ん
は
誰
と
来
る
の
か
な
？

抹茶を飲むのは初めてだという皆さん。


